
 

研修テーマ：呼吸不全アドバンス⇒ＡＢＣＤアプローチ とＩ－ＳＢＡＲ－Ｃを活用した報告 

        急変に結び付く危険な兆候の有無を判断する迅速評価について学び、事例から医療現場で緊急時などの情報を完結かつ
的確に伝えるためのツール（Ｉ-ＳＢＡＲ-Ｃ）を使用して訓練しました 
回復期の患者さんでも、いつ急変されるかわかりません。看護師は、定期的にブラッシュアップする必要があります。 

2026.2.20 実施  六地蔵総合病院 看護部 

患者さん役 

左は初級編の一事例 

どの事例も深い観察力が 

必要で、復習と日々の研鑽

を自覚しました 

 


